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一
般
会
計
の
予
算
は
、
48
億
４
，

０
５
３
万
円
。
前
年
度
と
比
べ
て
１
，

３
４
５
万
円
、
０
・
３
％
の
減
額
と
な
り

ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
に
は
、
町
税
や
使
用

料
、
積
立
金
か
ら
の
繰
入
金
な
ど
、
直
接

町
に
入
っ
て
く
る
「
自
主
財
源
」
と
国
・

県
か
ら
の
補
助
金
や
地
方
交
付
税
、
町
債

な
ど
、
国
・
県
か
ら
の
「
依
存
財
源
」
が

あ
り
ま
す
。

　

21
年
度
予
算
は
、
自
主
財
源
が

27
億
６
，
７
２
９
万
円
で
、
歳
入
の
57
・

２
％
を
占
め
、
20
年
度
と
比
べ
て
１
，

４
４
３
万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
主
財
源
の
大
半
が
町
民
税
や
固
定
資
産

税
な
ど
の
町
税
で
、
20
億
８
，
３
４
９
万

円
、
歳
入
の
43
・
０
％
を
占
め
て
い
ま

す
。

　

予
算
総
額
は
０
・
３
％
減

　

予
算
総
額
は
０
・
３
％
減

　

歳　

入

　

歳　

入

　

自　

主　

財　

源

　

自　

主　

財　

源

　

依
存
財
源
は
、
20
億
７
，
３
２
４
万
円

で
、
歳
入
の
42
・
８
％
を
占
め
、
前
年
度

よ
り
98
万
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
内
の
主
な
も
の
は
地
方
交
付
税

と
国
・
県
支
出
金
で
、
併
せ
て
14
億
６
，

８
３
４
万
円
、
歳
入
の
30
・
３
％
を
占
め

て
い
ま
す
。

　

国
庫
支
出
金
は
、
１
億
８
，
４
３
２
万

円
で
、
道
整
備
交
付
金
な
ど
に
よ
り
、
前

年
度
よ
り
１
，
５
８
５
万
円
の
増
額
と
な

り
ま
し
た
。
地
方
交
付
税
は
、
地
域
雇
用

創
出
推
進
費
の
創
設
に
よ
り
、
前
年
度
よ

り
４
，
２
０
０
万
円
の
増
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

歳
出
は
、
第
４
次
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
で
計
画
さ
れ
た
施
策
・
事
業
を

着
実
に
実
施
す
る
た
め
、
定
住
総
合
対

策
事
業
、
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
事

業
、
子
育
て
支
援
と
町
民
の
健
康
づ
く

り
事
業
な
ど
の
積
極
的
な
推
進
に
よ
り
、

町
民
生
活
に
密
着
し
た
施
策
や
町
民
福

祉
を
低
下
さ
せ
な
い
予
算

編
成
と
し
ま
し
た
。

　

依　

存　

財　

源

　

依　

存　

財　

源

　

歳　

出

　

歳　

出

 

◇
◇
◇
◇
◆

　

一

般

会

計

　平成２１年度の当初予算が３月１６日町議会で可決されました。予算総額は、
８１億８，６７３万円、前年度と比べて２．８％の増となりました。
　このうち、町の行政運営の基本的な経費である一般会計が４８億４，０５３万円、特別
会計は、町設置型浄化槽事業を下水道事業特別会計から分離し会計を新設したため１１会
計となり総額は２９億３，０６１万円、水道事業会計が４億１，５５９万円となりました。
　平成２１年度の予算は、健全財政の維持を継続するとともに、５年後１０年後の将来の
山北町を見据えた施策と、直面する諸課題への対応を着実に進め、将来を見据えた「自立
する共生のまちづくり」の基盤となる編成としました。
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●●●●財 源 内 容 （単位：万円）

項　　目 予  算  額 増  減  額 増  減  率

20億8,349

6億8,380

27億6,729

7億4,600

7億2,234

3億4,810

2億5,680

20億7,324

48億4,053

2,630減

1,187増

1,443減

4,200増

4,282減

1,800増

1,620減

98増

1,345減

1.2%減

1.8%増

0.5%減

6.0%増

5.6%減

5.5%増

5.9%減

0.0%増

0.3%減

町　　税

そ の 他

計

地方交付税

国・県支出金

町　　債

そ の 他

計

合　　　計

自
主
財
源

依
存
財
源

財 源

（単位：万円）

予  算  額 増  減  額 増  減  率

12億7,122

8億6,719

8億6,344

6億6,992

4億4,382

620

3億8,338

3億3,536

48億4,053

727増

595増

272増

7,505増

1,529減

72減

8,839減

4減

1,345減

0.6%増

0.7%増

0.3%増

12.6%増

3.3%減

10.4%減

18.7%減

0.0%減

0.3%減

人　件　費

物　件　費

補 助 費 等

普通建設事業費

公　債　費

積　立　金

繰　出　金

そ　の　他

合　　　計

項　　目

質性 別

みい使 ち

●●●●●●●●性 質 別 の 使 い み ち

●	

第
２
子
以
降
の
乳
児
が
１
歳
に
な
る
ま

で
、
紙
お
む
つ
購
入
経
費
を
助
成
す
る

紙
お
む
つ
支
給
事
業

●	

妊
婦
健
康
診
査
の
助
成
回
数
を
５
回
か

ら
14
回
に
拡
大
し
、母
子
の
健
康
管
理
の

充
実
を
図
る
妊
婦
健
康
診
査
助
成
事
業

●	

町
民
一
人
ひ
と
り
が
健
康
的
な
生
活
習

慣
を
身
に
付
け
る
た
め
の
動
機
付
け
の

支
援
と
、
健
康
的
な
生
活
習
慣
の
定
着

を
促
す
た
め
実
施
す
る
健
康
づ
く
り
ポ

イ
ン
ト
事
業

●	

遠
距
離
通
学
の
小
中
学
生
を
対
象
に
、

通
学
に
係
る
交
通
費
を
助
成
す
る
通
学

補
助
金
事
業

●	

戸
籍
等
の
証
明
発
行
の
迅
速
化
の
た

め
、
電
子
化
す
る
戸
籍
情
報
シ
ス
テ
ム

電
算
化
事
業

●	

防
犯
情
報
、
災
害
情
報
等
を
登
録
さ
れ

た
方
の
携
帯
電
話
に
メ
ー
ル
配
信
す

る
、
あ
ん
し
ん
メ
ー
ル
運
営
事
業

●	

老
朽
化
し
た
消
防
第
11
分
団
の
詰
所
の

新
築
工
事

●	

人
口
減
少
の
進
行
を
抑
制
し
、
人
口
増

加
へ
の
転
換
を
図
る
た
め
の
定
住
総
合

対
策
事
業

●	

森
林
の
持
つ
癒
や
し
効
果
を
健
康
維
持

に
活
用
す
る
た
め
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
の

取
り
組
み
を
進
め
る
森
林
ふ
れ
あ
い
健

康
セ
ラ
ピ
ー
モ
デ
ル
コ
ー
ス
の
整
備

●	

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
整
備
調
査

●	

発
行
済
の
「
広
報
や
ま
き
た
」
の
電
子

化
に
よ
る
縮
刷
版
発
行

　

主
な
新
規
事
業

　

主
な
新
規
事
業

●	

農
林
業
の
振
興
や
都
市
・
物
流
拠
点
等

と
の
交
流
促
進
を
目
的
と
し
た
道
整
備

交
付
金
事
業

●	

町
内
の
中
小
企
業
支
援
策
と
し
て
、
信

用
保
証
料
の
１
/
２
を
10
万
円
を
限
度

に
補
助
。

　

以
上
の
新
規
事
業
を
含
め
、
町
民
の
み

な
さ
ま
が
安
全
に
安
心
し
て
生
活
す
る
こ

と
が
で
き
る
、
教
育
、
防
災
、
福
祉
、
医

療
な
ど
に
重
点
を
お
い
た
編
成
と
し
ま
し

た
。●●● 21年度の予算規模と前年度の比較●●●

会 計 名

一 般 会 計

特 別 会 計

水道事業会計

総 額

平成20年度

48億5,398

28億0,808

3億0,055

79億6,261

平成21年度

48億4,053

29億3,061

4億1,559

81億8,673

増 減 額 増 減 率

0.3%減

4.4%増

38.3%増

2.8%増

（単位：万円）

1,345減

1億2,253増

1億1,504増

2億2,412増

■
■

■ 一般会計 ■■
■
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目 的 別 の 予 算 額 と お も な 事 業■■
■■

■■
■■

※（　）内は前年度対比増減

予　算　額 お　　も　　な　　事　　業区　　　　分
8,964万円
（353万円減）

●		議会だよりの発行議　　　会　　　費

総　　　務　　　費

民　　　生　　　費

農 林 水 産 業 費

計

12億7,698万円
（5,976万円増）

●		防犯関係事業（あんしんメール運営委託など）
●		広報紙発行事業（広報縮刷版作成など）
●		定住総合対策事業
●		花と水の交流圏づくり推進事業（杜と湖の里づくり整備など）
●		学校統廃合検討調査事業
●		地域振興事業（森林ふれあい健康セラピー認定申請など）
●		山北駅開業１２０周年記念事業
●	まちづくり交付金事業（町道５路線整備、河村城址歴史公園整備事業、観光

情報板設置、ハイブリッド型街灯整備事業、駅周辺魅力づくり検討事業、
町内循環バス運行事業）

●	水源環境保全・再生交付金事業（地域水源林整備支援事業、河川・水路自然
浄化対策推進事業、地下水保全対策推進事業）

●	町税賦課徴収事業

9億0,240万円
（1,011万円増）

●		在宅障害者福祉対策推進事業
●		障害者自立支援給付事業
●		小児医療費助成事業（町単独で小学校修了まで医療費を助成）
●		子育て支援事業
●		児童手当支給事業
●		保育園運営事業

予　　　備　　　費

諸 　 支 　 出 　 金

公　　　債　　　費

災　害　復　旧　費

教　　　育　　　費

商　　　工　　　費

土　　　木　　　費

消　　　防　　　費

2億5,527万円
（221万円増）

●		やまきたまち農業活性化推進事業
●		中山間地域総合整備事業（浅間山農道整備、日向活性化施設整備ほか）
●		農道用水維持管理事業（川村用水改修ほか）
●		水源の森林づくり協力協約推進事業

1億0,802万円
（961万円増）

●		商工業振興事業（中小企業信用保証料補助）
●		丹沢湖イルミネーションの増設
●		観光振興事業

4億8,730万円
（1,517万円減）

●		道路新設改良事業（宿平山線・越地渕の上線・神尾田線改良）
●		町道維持補修事業
●		道整備交付金事業（嵐線・鍛冶屋敷高杉線）
●		河川維持管理事業
●		町営住宅管理事業

2億6,149万円
（843万円減）

●		消防施設整備事業（消防第１１分団詰所新築工事）
●		防災設備等維持管理事業（防災備品の購入）

4億2,716万円
（76万円増）

●		教育委員会運営事業（教育委員会評価員の設置など）
●		英語補助教員設置事業
●		児童生徒援助事業（遠距離通学の小中学生への通学補助金支給など）
●		適応指導教室運営事業
●		安全対策事業（三保中フェンス改修工事など）
●		給食事業（山北中食器消毒保管庫購入など）
●		幼稚園運営事業
●		放課後子どもプラン推進事業
●		丹沢湖マラソン大会開催事業
●		カヌーのまちづくり推進事業

150万円
（増減なし）

●		災害復旧に係る経費

4億4,382万円
（1,529万円減）

●		元金３億７，１３６万円
●		利子　　７，２４６万円 

255万円
（108万円減）

●		土地開発公社への利子補給

4,317万円
（208万円増）

48億4,053万円
（1,345万円減）

衛　　　生　　　費 5億4,124万円
（5,448万円減）

●		紙おむつ支給事業
●		母子保健事業（妊婦健診助成回数を５回から１４回に拡大）
●		健康づくり事業（健康づくりポイント事業）
●		健康福祉センター管理事業
●		町民健康マイスター講座開催事業
●		予防接種事業
●		健康診査・相談等事業
●		地球温暖化防止対策推進事業
●		塵芥処理事業
●		ごみ減量再資源化事業
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険料徴収と申請や窓口相談などで、予算総額は 1
億６，３５０万円となりました。

災害給付見舞事業
　この会計は、火災や風水害により被害を受けた町民
の方々に見舞金などをお渡しするもので、予算額は前
年度と比較して１００万円増の１，０００万円となり
ました。

下水道事業
　下水道事業は、「水環境の保全と快適で安心して生
活できる環境づくり」を目標に事業に取り組んでいま
す。予算総額は 4億９，８６５万円で前年度と比べて
９．３％の減額計上となりました。
　本年度は、孫沢付近の公共下水道の整備を推進しま
す。
　また、今年度から町設置型浄化槽事業については、
新たな特別会計を設けて事業展開を図ります。

町設置型浄化槽事業
　高度処理浄化槽の整備を推進することにより、水源
地域の環境に配慮したまちづくりを目指すため、本年
度から会計を新設し、神奈川県の水瓶である丹沢湖の
集水区域となる三保地域に、高度処理型の町設置型浄
化槽の整備を推進します。
　予算総額は、1億３，６６３万円となりました。

山北・共和・三保財産区
　山北・共和・三保財産区は、それぞれの管理会運営
費や造林地の保育管理費などの予算です。

介護保険事業
　介護保険事業は、介護サービスを効果的に提供し、
自立した日常生活を送るための支援の充実を図るとと
もに、介護予防への支援の充実を地域包括支援セン
ターなどの関係機関と連携して進めます。
　予算額は８億０，８０８万円で、前年度と比べて
０．８％の増となりました。また、歳出については、
保険給付費と地域支援事業費で全体の９４．４％を占
めています。

商品券
　この会計は、商品券を発行し、町の経済の活性化
と町内の商工業の振興に寄与することを目的として
います。予算額は２，３３６万円で、前年度と比べて
７９．８％の増となりました。
　本年度については、商品券にプレミアムを付けて販
売します。
　歳入は商品券売払収入等、歳出は商品券換金代金等
です。

　水道事業では、町民の方々に安全でおいしい水を供
給しています。
　本年度は、皆瀬川浄水場管理棟改修工事をはじめ、
水上橋架け替えに伴う配水管布設替え工事、共和配水
管布設替え工事などを行い、水道施設の整備拡充を実
施します。
　予算額は４億１，５５９万円で、前年度と比べて
３８．３％の増となりました。

国民健康保険事業
　国民健康保険事業の医療費は、一般被保険者分が
糖尿病、高血圧などの生活習慣病等の増加により
２４．０％の増、退職被保険者分が対象者の減により
１７．０％の減、老人保健拠出金については、制度の
廃止に伴い、７２．７％の減となりました。特定健康
診査等事業は特定健康診査実施計画に基づき、増額と
なりました。
　なお、出産育児一時金については、昨年度支給額を
引き上げたこと、人間ドック助成金を平成２０年度の
実績を基に予算化したことにより増額となりました。
　予算総額は１２億２，５３１万円で前年度と比べて
１０．０％の増となっています。

老人保健医療
　老人保健医療は、本年度は月遅れ請求・過誤分のみ
の計上で、予算総額は、６０９万円で前年度と比べて
９４．８％の減となりました。
　歳出は、全体の８２％以上を医療費が占めていま
す。

後期高齢者医療
	 	後期高齢者医療制度は、高齢者世代と現役世代の負
担を明確化し、それぞれが負担能力に応じて高齢者の
医療費を安定的に支えていく保険制度として、平成
２０年４月に始まりました。
	 	この制度は、町と神奈川県後期高齢者医療広域連
合とが連携して運営するもので、町の業務は、保

◆◆◇◇◇◇◆◆特 別 会 計

◆◇◇◇◇◇◇◆水 道 事 業 会 計

　 　 特 別 会 計 の 内 訳 （単位：万円）

国民健康保険事業

老人保健医療

後期高齢者医療

災害給付見舞事業

下 水 道 事 業

町設置型浄化槽事業

山 北 財 産 区

共 和 財 産 区

三 保 財 産 区

介護保険事業

商 品 券

計

予　算　額会　計　名 増　減　額
（増減率）

12億2,531

609

1億6,350

1,000

4億9,865

1億3,663

827

3,996

1,076

8億0,808

2,336

29億3,061

（10.0% 増）

（94.8% 減）

（7.5% 増）

（11.1% 増）

（9.3% 減）

（23.1% 減）

（43.1% 増）

（11.4% 減）

（0.8% 増）

（79.8% 増）

（4.4% 増）

1億1,128増

1億1,176減

1,146増

100増

5,128減

248減

1,204増

139減

666増

1,037増

1億2,253増

　 　　皆増
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【
地
方
債
】

　

地
方
公
共
団
体
が
公
共
工
事
な
ど

の
資
金
調
達
の
た
め
に
負
担
す
る
債

務
で
、
そ
の
返
済
が
年
度
を
越
え
て

行
わ
れ
る
も
の
で
す
。
町
債
が
こ
れ

に
あ
た
り
ま
す
。

【
臨
時
財
政
対
策
債
】

　

長
引
く
不
況
の
影
響
で
国
税
収
入

の
減
少
に
よ
る
地
方
交
付
税
の
財
源

不
足
分
を
賄
う
た
め
、
地
方
財
政
法

第
５
条
の
特
例
と
し
て
発
行
す
る
地

方
債
の
こ
と
で
す
。
な
お
、
こ
の
臨

時
財
政
対
策
債
の
元
利
償
還
金
相
当

額
に
つ
い
て
は
、
そ
の
全
額
が
後
年

度
地
方
交
付
税
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

【
減
税
補
て
ん
債
】

　

国
の
減
税
政
策
に
よ
り
、
個
人
住

民
税
の
減
税
が
行
わ
れ
た
場
合
な

ど
、
地
方
自
治
体
の
減
収
額
を
埋
め

る
た
め
に
発
行
す
る
地
方
債
の
こ
と

で
す
。
臨
時
財
政
対
策
債
と
同
様
に

元
利
償
還
金
相
当
額
に
つ
い
て
は
、

そ
の
全
額
が
後
年
度
地
方
交
付
税
に

算
入
さ
れ
ま
す
。

【
公
債
費
】

　

町
が
借
り
入
れ
た
地
方
債
の
元
利

償
還
金
お
よ
び
一
時
借
入
金
利
子
の

合
計
額
。

　

現
在
、
町
の
地
方
債
現
在
高
は
、
平
成

21
年
度
末
（
当
初
予
算
ベ
ー
ス
）
で
は

40
億
１
，
３
１
５
万
円
と
な
り
、
平
成

10
年
度
か
ら
比
較
す
る
と
、
約
10
億
４
，

２
４
９
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
大
き
な
要
因
は
、国
の
財
政
難
に
よ
り
、

地
方
交
付
税
を
減
額
し
た
不
足
分
を
補
う

「
臨
時
財
政
対
策
債
」
と
、
国
の
恒
久
減

税
に
よ
り
生
じ
た
影
響
額
を
補
う
「
減
税

補
て
ん
債
」
を
借
り
入
れ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。

　

こ
の
臨
時
財
政
対
策
債
約
17
億
６
，

８
５
４
万
円
及
び
減
税
補
て
ん
債
約

３
億
３
，
５
３
８
万
円
の
総
額
約

21
億
０
，
３
９
２
万
円
に
つ
い
て
は
、
国

の
政
策
に
基
づ
い
て
借
り
入
れ
、
そ
の
元

利
償
還
金
の
全
額
が
、
後
年
度
の
地
方
交

付
税
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

　

地
方
債
の
状
況

　

地
方
債
の
状
況
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公 債 費

3万5,977円
（672円減）

そ の 他

3,828円
（138円増）

商 工 費

8,756円
（900円増）

土 木 費

3万9,502円
（609円減）

教育費

3万4,627円
（589円増）

消 防 費

2万1,197円
（350円減）

農 林 水
産 業 費

2万0,693円
（493円増）

2１年度予算で
町民１人に使われる
　　　　　町のお金

39万2,390円
（4,909円増）

議 会 費

7,267円
（171円減）

総 務 費

10万3,517円
（6,348円増）

目的別歳出額を、3月1日現在の
人口12,336人で算出した金額
（　）内は前年度と比較した額

一般会計中で

民生費

7万3,152円
（1,923円増）

衛 生 費

4万3,874円
（3,680円減）

　

多
く
の
方
が
利
用
さ
れ
て
い
る
小
田
原

市
斎
場
は
、
昭
和
46
年
に
建
設
さ
れ
た
も

の
で
、
供
用
開
始
か
ら
37
年
が
経
過
し
、

施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、

今
後
増
加
が
見
込
ま
れ
る
火
葬
件
数
に
対

応
で
き
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
建
て
替
え

が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在

の
斎
場
は
、
小
田
原
市
を
は
じ
め
、
周
辺

市
町
の
住
民
に
も
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
県
西
地
域
の
広
域
施
設
と
し
て

建
て
替
え
る
方
向
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
か
ら
は
、
特
に
利
用
の
多

い
２
市
５
町
（
小
田
原
市
、
南
足
柄
市
、

大
井
町
、
松
田
町
、
山
北
町
、
開
成
町
、

箱
根
町
）
に
よ
り
、『
県
西
地
域
広
域
斎
場

建
設
協
議
会
』
を
設
立
し
て
整
備
に
向
け

て
の
準
備
を
進
め
、
建
設
候
補
地
の
区
域

の
選
定
と
事
業
手
法
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

新
た
な
斎
場
は
、
現
在
の
斎
場
の
敷
地

と
、
そ
の
北
側
に
隣
接
す
る
南
足
柄
市
三

竹
地
区
の
土
地
を
合
わ
せ
た
約
４
万
７
千

㎡
の
敷
地
に
建
設
す
る
計
画
で
す
。
三
竹

地
区
の
土
地
に
新
た
な
斎
場
を
建
て
、
完

成
後
は
現
在
の
斎
場
を
解
体
し
、
そ
の
敷

地
を
駐
車
場
と
し
て
活
用
す
る
予
定
で

す
。

　

火
葬
炉
数
を
現
在
の
６
炉
か
ら
10
炉
に

増
や
し
て
火
葬
件
数
の
増
加
に
対
応
す
る

と
と
も
に
、
待
合
室
な
ど
施
設
の
充
実
や

十
分
な
駐
車
台
数
の
確
保
な
ど
が
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

事
業
手
法
に
つ
い
て
は
、
民
間
企
業
の

資
金
や
経
営
能
力
、
技
術
力
な
ど
を
活
用

し
、
公
共
施
設
等
の
設
計
・
建
設
か
ら
維

持
管
理
・
運
営
ま
で
を
一
括
し
て
行
う

「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
」と
い
う
手
法
を
導
入
し
ま
す
。

今
後
、
新
た
な
斎
場
に
求
め
ら
れ
る
機
能

や
水
準
な
ど
を
検
討
し
、
民
間
企
業
か
ら

の
提
案
を
受
け
て
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
者
を
選
定

す
る
予
定
で
す
。

　

整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
斎
場
と
し
て
格

調
の
高
さ
と
利
便
性
を
備
え
る
と
と
も

に
、
環
境
に
配
慮
し
た
最
新
の
技
術
を
導

入
し
て
機
能
面
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
な
ど
、
社
会
的
要
請

に
応
え
、
ご
遺
族
間
の
交
錯
を
減
ら
し
て

利
用
者
の
心
情
に
配
慮
す
る
な
ど
、「
優

し
さ
」
を
兼
ね
備
え
た
施
設
と
な
る
よ
う

検
討
を
進
め
、
平
成
25
年
度
の
供
用
開
始

を
目
指
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
福
祉
課
福
祉
推
進
班

　
　
　
　
　
（
電
話
）
７
５

－

３
６
４
４

Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
の
導
入

Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
の
導
入

新
た
な
斎
場
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト

新
た
な
斎
場
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト

新
し
い
斎
場
を
広
域
施
設
と
し
て
整
備
し
ま
す
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今
回
の
機
構
改
革
で
は
、
山
北
町
第
５

次
行
政
改
革
大
綱
と
整
合
し
、
山
北
町
第

４
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
で
定
め
た

「
定
住
人
口
の
増
加
と
地
域
活
性
化
の
促

進
」、「
環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
」、「
少
子
・
高
齢
化
に
向
け
た
子
育

て
支
援
・
健
康
づ
く
り
・
福
祉
の
充
実
」、

「
安
全
安
心
を
高
め
る
施
策
の
充
実
」
な

ど
の
諸
施
策
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

　
「
山
北
町
定
住
総
合
対
策
事
業
」
を
強

力
に
推
進
し
、
企
業
誘
致
や
町
営
住
宅
の

整
備
な
ど
、
定
住
人
口
の
増
加
と
地
域
活

性
化
を
目
指
す
た
め
、
新
た
に
「
定
住
対

策
室
」
を
設
け
ま
す
。

　

な
お
、
組
織
の
見
直
し
に
よ
る
主
な
変

更
は
次
の
と
お
り
で
す
。

   

自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

   

自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

   

定
住
対
策
室
を
新
設
し
ま
す

   

定
住
対
策
室
を
新
設
し
ま
す

・
定
住
対
策
室

　
（
電
話
）
７
５

−

３
６
５
０

　

企
業
立
地
や
町
営
住
宅
の
維
持
管
理
な

ど
、
定
住
人
口
の
増
加
と
地
域
の
活
性

化
の
た
め
の
総
合
的
な
企
画
調
整
を
推

進
し
ま
す
。

・
政
策
秘
書
課

　
（
電
話
）
７
５

−

３
６
５
１

　

政
策
室
を
政
策
秘
書
課
に
改
め
、
町
の

主
要
な
施
策
や
重
要
課
題
へ
の
取
り
組

み
な
ど
を
、
よ
り
一
層
町
民
に
わ
か
り

や
す
く
周
知
し
ま
す
。

・
企
画
財
政
課

　
（
電
話
）
７
５

−

３
６
５
２

　

電
算
機
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
・
サ
ー
バ
ー

化
が
図
ら
れ
た
た
め
、
情
報
管
理
班
を

企
画
班
に
統
合
し
、
組
織
の
簡
素
化
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
財
務
班
を
財
政
班

に
改
め
、
財
政
運
営
の
一
層
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

・
会
計
課

　
（
電
話
）
７
５

−

３
６
４
０

　

会
計
室
を
会
計
課
に
改
め
ま
す
。
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平
成
21
年
度
の
年
間
保
険
料
額
に
つ
い

て
は
、
住
民
税
の
課
税
状
況
や
前
年
の
収

入
状
況
等
に
応
じ
て
７
月
に
決
定
し
ま
す

が
、
４
月
、
６
月
、
８
月
の
徴
収
額
は
仮

徴
収
期
間
と
し
て
、
平
成
21
年
２
月
の
保

険
料
特
別
徴
収
額
と
同
額
と
な
り
ま
す
。

従
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
通
知
す
る
必
要
性

が
低
い
と
判
断
し
、
町
か
ら
の
お
知
ら
せ

を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

本
年
４
月
か
ら
介
護
保
険
料
の
改
定
を

行
い
ま
し
た
。
保
険
料
の
改
定
に
伴
い
特

別
徴
収
額
に
変
動
が
生
じ
ま
す
。
特
別
徴

収
額
が
不
均
等
で
あ
る
と
、
年
金
を
主
な

収
入
源
と
す
る
方
に
と
っ
て
生
活
に
不
便

が
生
じ
ま
す
の
で
、
徴
収
額
を
均
等
化
す

る
た
め
、
６
月
ま
た
は
８
月
に
仮
徴
収
額

の
変
更
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
変
更
す
る

仮
徴
収
額
は
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

＜

仮
徴
収
お
知
ら
せ
を
省
略
す
る
理
由＞

＜

仮
徴
収
お
知
ら
せ
を
省
略
す
る
理
由＞

＜

介
護
保
険
料
の
仮
徴
収
額
に
つ
い
て＞

＜

介
護
保
険
料
の
仮
徴
収
額
に
つ
い
て＞

Ｑ
特
別
徴
収
と
は
？

Ａ　
特
別
徴
収
と
は
年
金
か
ら
天
引
き
に

よ
り
保
険
料
を
お
支
払
い
い
た
だ
く
方
法

の
こ
と
で
す
。
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替

に
よ
り
保
険
料
を
お
支
払
い
い
た
だ
く
方

法
の
こ
と
を
普
通
徴
収
と
い
い
ま
す
。

Ｑ
仮
徴
収
と
は
？

Ａ　
保
険
料
の
年
額
は
住
民
税
の
課
税
状

況
や
前
年
の
収
入
状
況
等
に
応
じ
て
決
定

さ
れ
ま
す
が
、
住
民
税
の
課
税
状
況
は
前

年
中
の
所
得
が
確
定
す
る
６
月
こ
ろ
で
な

け
れ
ば
決
定
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
年
額
保
険
料
が
決
ま
る
前

の
４
月
、
６
月
、
８
月
の
保
険
料
は
、
前

年
度
の
２
月
に
お
支
払
い
い
た
だ
い
た
金

額
と
同
程
度
の
額
を
、
仮
の
保
険
料
と
し

て
お
支
払
い
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
仮
徴
収
と
い
い
ま
す
。

Ｑ
本
徴
収
と
は
？

Ａ　
前
年
中
の
所
得
が
確
定
し
て
保
険
料

が
決
ま
っ
た
後
に
、
決
定
し
た
年
間
保
険

料
か
ら
、
す
で
に
お
支
払
い
い
た
だ
い
て

い
る
４
月
、
６
月
、
８
月
の
仮
徴
収
額
を

差
し
引
い
た
額
を
、
10
月
、
12
月
、
２
月

の
３
回
に
分
け
て
お
支
払
い
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
本
徴
収
と
い
い

ま
す
。

　

介
護
保
険
料
・
長
寿
（
後
期
高
齢
者
）
医
療
制
度
保
険
料
（
以
下
、
保
険

料
）
の
４
月
、
６
月
、
８
月
の
特
別
徴
収
額
に
つ
い
て
は
、
毎
年
４
月
上
旬

に
、
仮
徴
収
と
し
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
は
、
継
続
し

て
特
別
徴
収
さ
れ
る
方
へ
の
お
知
ら
せ
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
10
月
以
降
の
特
別
徴
収
額
に
つ
い
て
は
、
本
算
定
の
お
知
ら
せ
と
し

て
７
月
上
旬
こ
ろ
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

介
護
保
険
料
・
長
寿（
後
期
高
齢
者
）医
療
制
度
保
険
料
の

仮
徴
収
額
の
お
知
ら
せ
に
つ
い
て＜介護保険料特別徴収額のイメージ（６月に仮徴収額を変更した場合）＞

年間保険料から仮徴収期間
に支払った額を差し引いた
残額の１／３ずつ（Ｂ’円）

平成２１年
２月

Ａ円 Ｂ円 Ｂ円

仮徴収期間

１０月

本徴収期間

平成２１年度 平成２２年度
仮徴収期間

平成２０年度
本徴収期間

４月 ６月 ８月 １２月 平成２２年
２月

Ａ円

４月 ６月 ８月

Ｂ’円Ｂ’円Ｂ’円

平成２１年２月の特別
徴収額Ａ円が仮徴収
額となります。

平成２１年６月と８月の仮徴収額B円
と平成２１年１０月以降の本徴収額
B’円が均等化するよう変更します。

平成２２年２月の特別
徴収額B’円が仮徴収
額となります。

＜長寿医療制度保険料特別徴収額のイメージ＞

年間保険料から仮徴収期間
に支払った額を差し引いた
残額の１／３ずつ（Ｄ円）

平成２１年
２月

Ｃ円 Ｃ円 Ｃ円

仮徴収期間

１０月

本徴収期間

平成２１年度 平成２２年度
仮徴収期間

平成２０年度
本徴収期間

４月 ６月 ８月 １２月 平成２２年
２月

Ｃ円

４月 ６月 ８月

Ｄ円 Ｄ円 Ｄ円

平成２１年２月の特別
徴収額C円が仮徴収
額となります。

平成２２年２月の特別
徴収額D円が仮徴収
額となります。

※
長
寿
医
療
制
度
保
険
料
を
平
成
21
年

４
月
の
特
別
徴
収
か
ら
中
止
さ
れ
た
方

は
、
７
月
か
ら
３
月
ま
で
毎
月
口
座
振

替
に
よ
り
収
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

【
問
合
せ
】
福
祉
課　

長
寿
い
き
が
い
班

　
　
　
　
　
（
電
話
）　

７
５

－

３
６
４
４
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　３月２日、リバーサカワ・ゴル
フクラブで第４７回山北町親睦ゴ
ルフ大会が開催されました。
　さわやかな日差しの下、参加さ
れた９９名の方々はプレーを楽し
み親睦を深めました。
　なお、今大会の成績は次のとおりです。（敬称略）

　町の行政相談委員となられている山口清さ
ん（玄倉）と室伏聖さん（怒杭文化）が再委
嘱されました。任期は平成２１年４月１日か
ら２年間です。
　行政相談委員とは、住民の方々より行政
（国・県・町など）への要望や意見、苦情と
いった相談を受け、より良い行政運営ができ
るように行政へ働きかける、総務大臣から委
嘱された委員です。
　町では、毎月２０日（２０日が土曜日や日
曜日、休日の場合は休み明けの平日）の午後
１時から３時まで、役場３０１会議室で、人
権擁護委員と合同で人権相談を行っていま
す。相談は無料で秘
密は厳守しますの
で、お気軽にご相談
ください。

【問合せ】総務防災課庶務班
　　　　　（電話）７５−３６４３

　３月４日、健康福祉センター２階の子育て支
援ルームで、元気っ子クラブの役員の方とほの
ぼの車座ミーティングを開催しました。
　瀬戸町長が日ごろの活動状況などを質問する
と、少子化の影響により会員が減少し、組織の
運営が厳しくなっているなどといった意見が出
されました。
　また、活動を周知させることが難しいので、
同じように活動されている団体も含めて、多く
の方に活動を知っていただくためにも、広報で紹
介していただきたいという意見もありました。
【問合せ】企画財政課企画班
　　　　　（電話）７５−３６５２

加藤　英司
武尾　政光
瀬戸　重義
露木　　威
青柳　敏逸
磯崎　貞夫
杉崎　正子
石川　和子
若林　梅子
近藤　　剛
真田　永尊
増田　英機
加藤　英司

優　勝（町長杯）
準優勝（議長杯）
３　位（教育長杯）	
優　勝（町長杯）
準優勝（議長杯）
３　位（教育長杯）
優　勝（町長杯）
準優勝（議長杯）
３　位（教育長杯）

一般の部

シニアの部

レディースの部

４　　位
５　　位
６　　位
ベスグロ

氏　　名

≪ 昼休みの時間が変わります ≫
４月１日から、役場の昼休みは、４５分から
１時間になりますが、本庁舎の昼休みの窓口
業務は今までどおり実施します。
　執務時間については、８時３０分から１７
時１５分でこれまでどおりです。
【問合せ】総務防災課庶務班
　　　　　（電話）７５−３６４３

広報やまきた３月号の６５歳以上の公的年金受給
者で個人住民税を納税されている方への記事の対
象となる方に一部誤りがありました。お詫びして
訂正させていただきます。

月額１８万円以上の老齢基礎年金または老
齢年金、退職年金等を受給されている方
　（介護保険料の特別徴収と同様）

年額１８万円以上の老齢基礎年金または老
齢年金、退職年金等を受給されている方
　（介護保険料の特別徴収と同様）

誤

正

お詫びと訂正お詫びと訂正
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黄
砂
と
は
、
中
国
大
陸
内
陸
部
の
タ
ク

ラ
マ
カ
ン
砂
漠
や
黄
土
高
原
な
ど
の
乾
燥

地
域
で
、
風
に
よ
っ
て
数
千
メ
ー
ト
ル
の

高
さ
ま
で
巻
き
上
げ
ら
れ
た
非
常
に
細
か

い
砂
の
粒
の
こ
と
で
す
。
偏
西
風
に
乗
っ

て
日
本
に
飛
来
し
、
空
気
中
に
浮
遊
ま
た

は
降
下
し
て
き
ま
す
。

　

黄
砂
が
多
く
飛
来
す
る
季
節
は
大
気
が

か
す
ん
で
し
ま
い
、
遠
く
の
山
な
ど
が
見

え
な
く
な
り
、
飛
来
し
て
き
た
黄
砂
が
自

動
車
や
洗
濯
物
な
ど
を
汚
し
ま
す
。ま
た
、

人
体
へ
の
影
響
と
し
て
、
目
や
呼
吸
器
系

へ
の
影
響
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

黄
砂
の
粒
子
は
直
径
０
・
１
㎜
以
下
と

非
常
に
細
か
く
、
呼
吸
に
よ
っ
て
気
道
に

入
る
と
咳せ

き

が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
黄

砂
に
よ
っ
て
は
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
が
悪
化

す
る
こ
と
も
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。

黄
砂
っ
て
な
に
？

黄
砂
っ
て
な
に
？

黄
砂
の
影
響
は
？

黄
砂
の
影
響
は
？

　

以
前
、
黄
砂
が
呼
吸
器
に
入
る
と
花
粉

症
や
ぜ
ん
そ
く
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状

が
悪
化
す
る
と
い
う
実
験
結
果
が
報
道
さ

れ
ま
し
た
。

　

ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
は
個
人
差
も
あ
り
、

本
当
に
黄
砂
が
花
粉
症
を
悪
化
さ
せ
る
か

ど
う
か
の
正
確
な
デ
ー
タ
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
黄
砂
が
飛
来
す
る
時
期
は

ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
花
粉
が
最
も
飛
散
す
る

時
期
と
重
な
り
ま
す
。
こ
の
時
期
に
ア
レ

ル
ギ
ー
症
状
が
悪
化
す
る
方
は
注
意
が
必

要
で
す
。

　

黄
砂
は
３
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
多
く

飛
来
し
、
特
に
４
月
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま

す
。
こ
の
時
期
は
天
気
予
報
に
注
意
を
払

い
ま
し
ょ
う
。
外
出
を
控
え
た
り
、
花
粉

症
対
策
と
同
様
に
眼
鏡
や
マ
ス
ク
を
し
た

り
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
洗
濯
物
に
も
注

意
。
黄
砂
の
多
い
日
は
干
し
て
い
る
洗
濯

物
に
黄
砂
が
付
い
て
い
る
可
能
性
が
高
い

の
で
、
よ
く
は
た
い
て
か
ら
洗
濯
物
を
取

り
込
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

え
!?
黄
砂
で
花
粉
症
が
悪
化
？

え
!?
黄
砂
で
花
粉
症
が
悪
化
？

黄
砂
の
対
策
は
？

黄
砂
の
対
策
は
？

　

た
し
か
に
黄
砂
は
毎
年
飛
来
し
て
い
る

の
で
、
い
つ
か
は
な
く
な
る
の
で
は
？
と

思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
実
際
は
む
し
ろ
そ
の
逆
で
、

年
々
黄
砂
現
象
は
大
規
模
化
し
て
い
ま

す
。

　

黄
砂
現
象
は
従
来
、
自
然
現
象
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
で
は

飛
来
に
よ
る
被
害
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
黄
砂
は
自
然
現
象
か

ら
、
森
林
減
少
や
土
地
の
劣
化
、
砂
漠
化

と
い
っ
た
、
人
為
的
影
響
に
よ
る
環
境
問

題
と
し
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

黄
砂
に
対
す
る
国
内
の
関
心
が
高
ま
っ

て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
環
境
省
で
は
、

黄
砂
飛
来
情
報
ペ
ー
ジ
の
運
用
を
始
め
て

い
ま
す
。

　

黄
砂
情
報
ペ
ー
ジ
で
は
、
国
内
に
12
か

所
、
韓
国
に
１
か
所
、
モ
ン
ゴ
ル
に
３
か

所
観
測
地
点
を
設
け
、
地
上
付
近
の
黄
砂

濃
度
や
地
点
ご
と
の
黄
砂
濃
度
の
日
・
時

間
変
化
な
ど
を
１
時
間
ご
と
に
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
観
測
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
こ
の
時
期
は
黄
砂
が
多
く
飛
来
し

て
き
ま
す
。
黄
砂
に
つ
い
て
よ
く
知
り
、

し
っ
か
り
と
し
た
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

黄
砂
が
な
く
な
れ
ば

被
害
も
な
く
な
る
の
で
は
？

黄
砂
が
な
く
な
れ
ば

被
害
も
な
く
な
る
の
で
は
？

黄
砂
を
確
認
す
る
に
は
…

黄
砂
を
確
認
す
る
に
は
…

環
境
省　

黄
砂
飛
来
情
報
ペ
ー
ジ

http://soram
am
e.taiki.go.jp/dss/

kosa/

資料引用　環境省
黄砂飛来のイメージ図
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中
川
洞
門
の
秋
＝
呉
地
一
清（
南
足
柄
市
）

出
発
＝
小
崎
敬
二　
　
　
　
　
（
二
宮
町
）

輝
く
桜
の
中
へ
＝
岡
本
芳
隆（
横
須
賀
市
）

ソ
ー
ラ
ン
山
北
＝
岸
村
恵
美
子（
秦
野
市
）

新
緑
の
丹
沢
湖
＝
岩
田
浩
一　
（
川
崎
市
）

秋
彩
本
棚
の
滝
＝
浜
田
俊
夫　
（
前
耕
地
）

里
山
の
春
＝
瀬
戸
年
子　
　
　
　
（
宮
地
）

紅
葉
燃
ゆ
＝
川
島
康
二　
　
　
（
川
崎
市
）

室
生
さ
ん
の
お
祭
り
＝
鈴
木
要　
（
堂
山
）

尾
根
に
咲
く
白
ヤ
シ
オ
＝
両
角
泰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
南
足
柄
市
）

ク
リ
ス
マ
ス
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
＝
中
嶋
亨
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
田
原
市
）

男
の
舞
い
＝
木
村
忠
義　
　
　
（
秦
野
市
）

マ
イ
ペ
ー
ス
＝
杉
村
雄
二　
　
（
前
耕
地
）

咲
き
誇
る
山
桜
＝
飯
田
清
己　
（
秦
野
市
）

彩
り
＝
堀
口
功　
　
　
　
　
　
（
厚
木
市
）

ダ
ム
湖
に
咲
く
花
火
＝
鈴
木
正
巳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
南
足
柄
市
）

足
柄
茶
の
里
＝
室
伏
功
夫　
　
　
（
田
中
）

新
緑
の
中
を
泳
ぐ
＝
石
田
歓
児

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
田
原
市
）

２００８年
山北の観光写真コンクール
　２００８年「山北の観光写真コンクール」の審
査が行われ、１８点の入賞作品が決定しました。
　このコンクールは、町観光協会と (財 ) 町環境
整備公社の主催で、町の観光振興に広く活用する
ための写真を募集するものです。
　今年のコンクールには１９８点（６０名）の応
募があり、次の１８点が入賞しました。（敬称略）

▼
団　

長　
　

佐
野　

益
久
（
上
清
水
）

▼
副
団
長　
　

小
澤　

彰
夫
（
萩
原
下
）

　
　
　
　
　
　

佐
藤　

光
重
（
箒　

沢
）

▼
分
団
長

　

第
１
分
団　

岩
田　

光
浩
（
萩　

原
）

　

第
２
分
団　

瀬
戸　
　

茂
（
田　

中
）

　

第
３
分
団　

宇
佐
美
勝
明
（
宮　

地
）

　

第
４
分
団　

飯
山　

恒
男
（
越　

地
）

　

第
５
分
団　

臼
井　

大
輔
（
上
本
村
）

　

第
６
分
団　

磯
崎　

昭
久
（
平　

山
）

　

第
７
分
団　

渡
辺　

喜
容
（
深　

沢
）

　

第
８
分
団　

池
田　

博
之
（
谷　

ケ
）

　

第
９
分
団　

渡
辺　

英
知
（
谷
戸
諸
渕
）

　

第
10
分
団　

鈴
木　

寿
海
（
大
蔵
野
）

　

第
11
分
団　

小
笹　

伸
行
（
川
西
平
山
）

　

第
12
分
団　

山
口　

徳
一
（
尾　

崎
）

　

第
14
分
団　

佐
藤　

貴
浩
（
箒　

沢
）

　

第
15
分
団　

山
口　

利
一
（
玄　

倉
）

　

な
お
、
退
団
さ
れ
た
幹
部
の
方
々
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▼
分
団
長

　

第
３
分
団　

山
崎　

進
一
（　

宿　

）

　

第
４
分
団　

原　
　

秀
治
（　

宿　

）

　

第
５
分
団　

羽
田　

京
三
（
高　

松
）

　

第
６
分
団　

古
瀬　

直
也
（
平　

山
）

　

第
７
分
団　

瀬
戸　

信
彦
（
鍛
冶
屋
敷
）

　

第
８
分
団　

籔
田
美
紀
夫
（　

嵐　

）

　

第
12
分
団　

豊
田　

里
己
（
尾　

崎
）

　

第
15
分
団　

諸
星　

勝
彦
（
玄　

倉
）

中川洞門の秋　　呉地一清（南足柄市）

町民の安全は、
私たちが守ります
山北町消防団新幹部

町民の生命と財産を守る山北町消防団。
平成２１年度の幹部をご紹介します。
　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）
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わ
が
家
に
は
、
小
６
・
小
５
、
そ
し
て

昨
年
９
月
生
ま
れ
の
三
人
の
息
子
が
い
ま

す
。

　

私
自
身
、
三
人
兄
妹
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
子
ど
も
は
三
人
欲
し
い
と
ず
っ
と

思
っ
て
い
た
の
で
、
三
人
の
子
ど
も
に
恵

ま
れ
て
、
念
願
が
か
な
い
ま
し
た
。

　

長
男
の
龍
と
次
男
の
仁
は
年
子
だ
っ
た

た
め
、
二
人
が
小
さ
い
頃
は
毎
日
と
て
も

忙
し
く
、
夢
中
で
子
育
て
を
し
て
き
た
気

が
し
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
、
少
し
離
れ
て

生
ま
れ
た
三
男
・
賢
の
子
育
て
は
、
割
合

い
気
持
ち
に
余
裕
が
あ
り
、
毎
日
楽
し
く

過
ご
し
て
い
ま
す
。
両
親
の
サ
ポ
ー
ト
に

加
え
、
お
兄
ち
ゃ
ん
二
人
が
と
て
も
よ
く

賢
の
面
倒
を
み
て
く
れ
て
、
賢
が
泣
い
て

い
る
と
、
抱
っ
こ
し
た
り
あ
や
し
た
り
し

て
く
れ
ま
す
。お
風
呂
に
入
れ
る
と
き
は
、

二
人
の
連
携
プ
レ
ー
で
強
力
な
助
っ
人
と

し
て
活
躍
し
て
く
れ
ま
す
。二
人
と
も『
小

さ
い
お
父
さ
ん
』
と
し
て
、
私
と
一
緒
に

な
っ
て
子
育
て
を
し
て
い
る
感
じ
で
す
。

龍
と
仁
も
、
年
の
離
れ
た
賢
の
こ
と
が
本

当
に
か
わ
い
い
よ
う
で
、
賢
と
い
る
時
は

い
つ
も
笑
顔
で
、
優
し
い
お
兄
ち
ゃ
ん
た

ち
で
す
。
賢
も
お
兄
ち
ゃ
ん
た
ち
が
来
る

と
嬉
し
そ
う
に
、声
を
あ
げ
て
喜
ん
だ
り
、

笑
っ
た
り
し
ま
す
。
年
の
離
れ
た
兄
弟
も

い
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

二
人
が
登
校
す
る
時
は
必
ず
、
リ
ビ
ン

グ
の
窓
か
ら
『
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
、
気

を
つ
け
て
ね
。』
と
、
賢
と
一
緒
に
手
を

振
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
見
送
ら
れ

る
と
照
れ
く
さ
い
な
が
ら
も
嬉
し
い
よ
う

で
、
元
気
に
出
か
け
て
い
き
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
い
る
お
か
げ
で
、
こ
れ

ま
で
多
く
の
方
と
知
り
合
う
機
会
に
恵
ま

れ
ま
し
た
。
も
し
自
分
一
人
だ
っ
た
ら
、

こ
ん
な
に
多
く
の
方
と
は
知
り
合
え
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
小
さ
な
手
の

ひ
ら
で
、
多
く
の
友
人
・
知
人
、
感
動
と

い
っ
た
沢
山
の
宝
物
を
運
ん
で
き
て
く
れ

て
、
ま
さ
に
子
宝
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
は
『
あ
り
が
と
う
』
と
い

う
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
大

変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
三
人
の
寝
顔

を
見
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
成
長
を
感
じ
、

「
大
き
く
な
っ
た
な
ぁ
」
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
り
、
明
日

も
ま
た
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
三
人
の

息
子
に
囲
ま
れ
て
、
幸
せ
な
毎
日
で
す
。

子
ど
も
の
成
長
に
負
け
な
い
よ
う
に
、
親

も
一
緒
に
成
長
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。（

お
話
は
、
お
母
さ
ん
の
紀
代
美
さ
ん
）
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春
の
霜
大
地
を
浮
か
す
力
あ
り　
　
　
　
　
　

井　

上　

湖　

柳

（
評
）
立
春
を
過
ぎ
た
と
い
う
の
に
霜
の
立
つ
寒
い
朝
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
春
の
霜
は
大
地
を
揺
り
動
か
す
春
へ
の
胎
動
と
も
言

え
る
程
に
、
大
地
を
浮
か
し
て
い
る
と
感
じ
た
作
者
の
待
春
感
に

大
い
に
共
感
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
山　

妙
子
記
）

傷
心
の
潮
騒
遠
し
梅
の
白　
　
　
　
　
　
　
　

田　

代　

竹　

葉

春
一
番
ど
こ
か
で
な
に
か
転
ぐ
音　
　
　
　
　

髙　

橋　

秋　

月

白
梅
や
雨
に
打
た
れ
て
泣
き
出
し
ぬ　
　
　
　

柳　

川　

揚　

雨

足
写
す
靴
屋
の
鏡
春
め
け
る　
　
　
　
　
　
　

内　

田　

湘　

生

バ
レ
ン
タ
イ
ン
そ
っ
と
覗
き
し
孫
の
顔　
　
　

吉　

田　

誠　

次

遠
山
に
農
の
証
し
や
梅
の
白　
　
　
　
　
　
　

関　
　
　

幸　

子

針
穴
の
糸
に
苦
し
む
春
宵　
　
　
　
　
　
　
　

瀬　

戸　

余
音
子

宇
宙
よ
り
破
片
と
な
り
て
薄
氷　
　
　
　
　
　

瀬　

戸　

恵
津
子

足
湯
し
て
笑
っ
て
い
る
よ
窓
の
梅　
　
　
　
　

増　

沢　

菊　

江

春
一
番
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
大
鏡　
　
　
　
　
　

小　

塚　

英　

子

ニ
ン
月
や
役
場
に
並
ぶ
パ
イ
プ
椅
子　
　
　
　

竹　

下　

由
里
子

ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
出
る
あ
れ
こ
れ
や
春
隣　
　
　

池　

田　

良　

子

春
時
雨
お
好
焼
を
裏
返
す　
　
　
　
　
　
　
　

和　

田　

恵
美
子

集
会
場
の
鍵
の
不
具
合
桃
の
花　
　
　
　
　
　

石　

田　

加
津
子

梅
満
開
躓
づ
く
石
に
詫
び
る
夫　
　
　
　
　
　

小　

林　

奈
美
子

ビ
ニ
ー
ル
は
笑
い
こ
ろ
げ
る
春
一
番　
　
　
　

武　

尾　

て
る
子

春
浅
し
当
主
の
握
る
自
在
鉤　
　
　
　
　
　
　

古　

瀬　

房　

江

介
護
者
と
い
う
明
け
暮
れ
や
お
ぼ
ろ
月　
　
　

坂　

谷　

芳　

嘉

知
ら
ぬ
ま
に
肩
い
か
ら
せ
て
冬
木
の
芽　
　
　

露　

木　

一　

江

語
り
つ
つ
覗
く
母
子
あ
り
犬
ふ
ぐ
り　
　
　
　

野　

地　

枡　

生

紅
筆
の
す
べ
り
よ
ろ
し
く
春
闌
け
る　
　
　
　

金　

子　

和　

夫

玄
関
に
置
か
れ
る
杖
や
水
温
む　
　
　
　
　
　

水　

野　

徳　

江

新
品
の
消
し
ゴ
ム
の
角
水
温
む　
　
　
　
　
　

稲　

葉　

末　

江

春
時
雨
ま
こ
と
孤
独
と
い
う
自
由　
　
　
　
　

中　

山　

妙　

子




